
平成２２年７月 5 日（月） 

国立障害者リハビリテーションセンター 

 

 

食中毒の発生について（報告） 

 

平成２２年６月２０日（日）から２１日（月）夕刻にかけて、リハセンター利用者

及び職員２０名に、発熱、咽頭痛を主症状とする体調不良が発生したことから、狭山

保健所に通報し、埼玉県衛生研究所で検査したところ、４名の利用者及び１名の調理

従事者から食中毒の原因となるＡ群溶血性レンサ球菌が検出された。 

 狭山保健所は、食中毒の疑いがあることから、６月１９日夕食の給食メニューとし

て調理、提供した食事について検査したところ、Ａ群溶血性レンサ球菌が検出された。 

 なお、体調不良者については、その症状が軽度であり現在では回復しています。 

 

２ 今後の対応 

 今回の食中毒により、発症した利用者の方々をはじめ関係者の皆様に心よりおわび

を申し上げるとともに、厨房等の衛生管理の徹底、関係職員の研修などにより、再発

防止に努力いたします。 

 なお、給食停止期間中の利用者の食事については、外部業者から確保することとし

ています。 

 

（問い合わせ先） 

 

国立障害者リハビリテーションセンター 

 管理部総務課 酒井 

電話：０４－２９９５－３１００ 


